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外郭団体名 H22 損益計算書（百万円） H22 貸借対照表（百万円） 事業について 委員会の意見

営業収益／当期損益 資産合計／負債合計／純資産

(財）神戸市

開発管理事業団

601１／     94 30857／18832／  12024 医療産業都市のビルやロジ

スティックパークを管理運営

収益事業をニュータウン開発

センターと経営統合する

(株)ニュータウン

開発センター

  5900／  821 29286／23249／  6037 プレンティ、須磨パティオな

どのビルを管理運営

開発管理事業団と経営統合

する

神戸航空貨物

ターミナル(株)

422／  43 571／  492／    79 航空貨物事業（小口の輸出入

品の混載貨物）

必要な事業であり、継続。上

屋の有効活用などが必要。

神戸航空交通

ターミナル(株)

0／ -5 59／  728／  -668 休業中（Ｋ－ＣＡT 時代の船と

街をつなぐバス）

解散し、特別清算

海 上 ア ク セ ス

（株）

977／    6 708／ 13861／-13152 ベイシャトルを運航中。（かつ

てはＫ－ＪＥＴを運航）

民事再生手続きによる債権

整理（ＤＥＳ現物出資法＊）

民主党神戸市会議員団 川原田弘子ニュース

ひろこだより 号外

除染済み土壌の仮置き場

今回の定例市会では、外郭団体の大幅な見直しが方向づけられました。
議会には、債権放棄の議案が提出され、附帯決議付きで予算案を承認しています。
外郭団体はいろいろと見直しが行われていますが、債務の大きい３団体について、
できるだけわかりやすく、を心掛けて皆さんに説明したいと思います。

～外郭団体の見直しについて～

みなと総局外郭団体について

みなと総局外郭団体５団体に関しての財務状況と、あり方委員会の意見結果です。２０１２年５月号
福島県に視察に行ってき
ました。港湾の復旧状
況・除染現場・農業セン
ターでの放射能検査等を
調査してきました。

復旧中の小名浜港。クレーン
の先端部は津波で欠損。復旧
工事が急がれています。

農業総合セン
ターでは、ゲル
マニウム半導
体放射線検出
器を１０台導
入し、農作物等
の放射線検査
を実施。

下記の外郭団体は、「神戸市外郭団体経営検討委員会」の提言を受けて、Ｈ２３年
度、各担当局が設置した、外部の専門家による「あり方検討委員会」の中で、実施事
業や法律・税務上の問題点などについての検討が進められ、提言が提出されました。

(財)神戸市開発管理事業団 (株)神戸ニュータウン開発センター

神戸航空貨物ターミナル(株) 神戸航空交通ターミナル(株)

神戸市都市整備公社

神戸市住宅供給公社

海上アクセス(株)

舞子ビラ事業

みなと
総局

都 市計 画
総局

市民参画
推進局

あり方検討委員会

あり方
検討委員会
最終まとめ

・１６５トン/２３０人乗り
・速力 ４５ﾉｯﾄ
・時間 ２５分
・２７億円/隻
・燃料８４０ℓ/便

海上アクセス（株）について、これまでの経緯や、民事再生の方法、現在の状況を説明します。

・８４トン/１１０人乗り
・速力 ３１ﾉｯﾄ
・時間 ３１分
・４億円/隻
・燃料１９０ℓ/便

神戸ジェットシャトル（Ｋ－ＪＥＴ）

神戸-関空ベイシャトル

１９９４年９月Ｋ－ＪＥＴ就航 ２隻＋傭船２隻 ６６便

１９９５年１月 阪神淡路大震災発生

１９９６年７月 ３隻体制に ５２便

１９９７年１２月 ２隻体制に ４８便

２００１年１１月 ２隻体制 ３８便

２００２年２月 運航休止

２００６年７月 ベイシャトル就航 ２隻＋１隻（予備）

２００５年３月 再開の予算案 附帯決議付け承認

２０１２年４月現在 Ｈ２３年度乗客目標人数ほぼ達成

震災後、陸上の交通輸送が混雑する中、天保
山との間で一時的に運航し、貴重なルートに。

初期投資、経費を抑える小型の船舶を採用。期間中、
駐車場無料サービスも開始。

民事再生による債務整理（あり方検討委員会より）
ＤＥＳ現物出資法

ベイシャトルの現在の状況

多くの外国人観光客は、関
空到着後、大阪～京都～名
古屋～富士山～東京といっ
た、観光ルートで旅行しま
す。ベイシャトルを旅行商
品に加えることで、神戸を
訪れる中国人観光客が大幅
に増えました。また、Ｈ２
３年度はほぼ目標の乗客数
を達成できました。 ＊効果は、外国人旅行者の消費額ひとり

平均１7,979 円を用いて計算

（百万円）（人）

資本金３５億円
を１００％減資し
０に。累積損失
を１３２億に圧縮

海上アクセスは、神戸市からの計画的な補助
金削減にも関わらず、２年連続の黒字達成とな
った。運賃値上げを行ったが、影響は出ないと
みられ、補助金なしの黒字達成の道が見えつつ
ある。関空の外国人観光客は増加しており、今
後もＬＣＣなどにより更に増加が見込まれる。
ベイシャトルの存在が、国際港湾都市という優
位性を持つ神戸を、訪日観光地に組み入れる旅
行商品の造成を可能にしている。

資産７

預り３借入金１３６＊ 資本金３５

  累積損失１６７

資産７

預り３借入金１３６ 資本金３５

  累積損失１３２

資産７

預り３借入３

  

借入３ 借入金１３３

１３3 億円の債権を現物
出資として株式に変え
る。時価評価額は２億円
程度。１３１億圧縮される

０

１

２

１３１億円圧縮資本準備１資本金１

累積損失１

ＤＥＳ

資産７

預り３借入３

３

資本０．５＋準備０．５

準備 0.5資本 0.5

累積損失が０に 資本金．５億円、資本準
備金．５億円を再減資す
ることで、１億円圧縮

これまでの経緯

＊借入金（神戸市 102 億＋事業団 34 億）

あり方
検討

委員会


